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ーーなぜこの様な活動をしようと思ったのですか？
本田さん　自分たちが普段使っている場所をきれいにする
ことで、周囲に対する感謝の気持ちを行動で表そうと思い、
始めました。
富塚さん　皆さんから応援されるチームになるために何が
できるかを話し合い、まず感謝の気持ちを込めてあいさつ
運動を始めることにしました。
ーー取り組んでみてどうでしたか？
本田さん　掃除をした場所がきれいになっていくことで自
分の気持ちも整理され、さわやかな気持ちになりました。
また、一緒に活動を積み重ねることで以前よりもチームの
雰囲気が良くなり、団結力が出てチームプレーの向上に繋がりました。

富塚さん　学校生活の中で、積極的にあいさつができるよう
になりました。あいさつを褒められることも多くなり、評価
されることで自信を持てるようにもなりました。また、練習
の時も声が出せるようになり、チームとしても団結力が深ま
りました。
ーーこの取り組みについて、今後どのようにしていきたいで
すか？
本田さん　今後も継続して取り組んでいきたいです。
富塚さん　サッカー部の伝統として活動を続け、学校全体と
しても、元気なあいさつができる学校にしていきたいです。

第 32 回
バスケットボール部・サッカー部

　3月 1日、第 70 回卒業証書授与式が行われ、119 人の卒業生が次のステージに向けて巣立っていき
ました。卒業生を代表して卒業証書を受け取ったのは渡
邊燎太さん（船引中出身　写真）です。
　また、在校生代表として佐藤睦希さん（船引中出身）
が送辞を述べました。生徒会長を務めた遠藤舞奈人さん
（船引中出身）が、「これから歩む人生は楽しいことばか
りではない。しかし、私たちはこの船引高校が母校であ
ることに誇りを持ち、胸を張ってこれからの人生を歩ん
でいきたい」と、力強く答辞を述べました。

♦次のステージに向けてはばたく

部活動から学校活動を盛り上げる

　本校では部活動の加入率が全生徒の 82 ㌫あり、課外活動も充実しています。さらに、今年度は練
習や試合以外の場面でも部員が積極的に活動し、学校全体を盛り上げていきたいと、新しい活動を行っ
てきました。
　今回は、毎週木曜日の朝に学校周辺のごみ拾いや昇降口などの掃除をしているバスケットボール部
（部長　本田航大さん【2年　常葉中出身】）と、毎日昇降口前で朝のあいさつ運動をしているサッカー
部（部長　富塚尚輝さん【2年　大越中出身】）に話を聞きました。

▲ゴミ拾いをするバスケットボール部員

あいさつ運動をする
　　　　　　　サッカー部員
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来
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見
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。

Allison Clay
アリソン・クレイさん

（アメリカ合衆国
ニューメキシコ州出身）
田村市に来て3年目
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新
し
い
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を
探
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し
た
り
、
自

然
を
眺
め
た
り
し
て
楽
し
み
ま
す
。

公
園
に
行
っ
て
、
家
族
が
楽
し
く
遊
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で
過
ご
し
て
い
る
と
こ
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を
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た

り
、
木
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で
楽
し
そ
う
に
談
笑
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
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る
こ
と
が
好
き

で
す
。
時
に
は
、
野
外
調
理
の
お
い

し
そ
う
な
匂
い
に
思
わ
ず
喉
を
鳴
ら

し
た
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
園
を
散
歩
す
る
こ
と
も

好
き
で
す
。
こ
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ま
で
に
、
郡
山
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仙
台
、
日
光
、
東
京
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
小
さ
い
公
園
に
行
き
ま
し
た
。

湖
沼
、
生
い
茂
っ
た
木
々
、
木
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に

ひ
っ
そ
り
隠
れ
て
い
る
神
社
な
ど
、

静
か
な
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
日
本
に
は
、
探
索
し
た
い
美
し
い

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
何
度
か
片
曽
根
山
に
登
り
ま

し
た
が
、
山
頂
ま
で
の
道
の
り
は
心

が
落
ち
着
き
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま

す
。
山
頂
に
着
く
と
息
を
の
む
よ
う

な
眺
め
で
、
何
時
間
で
も
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
暖
か
く
な
っ
て
き

た
ら
、
ま
た
片
曽
根
山
に
登
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
は
磐

梯
山
や
富
士
山
な
ど
、
も
っ
と
高
い

山
に
も
登
り
た
い
で
す
。

　
ほ
か
に
も
、
日
本
の
ハ
イ
キ
ン
グ

で
魅
せ
ら
れ
る
の
は
、
山
頂
か
ら
見

る
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
す
。
私
の
出

身
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ

州
は
高
い
山
が
な
く
、
ま
わ
り
に
見

え
る
の
は
た
い
が
い
と
う
も
ろ
こ
し

畑
で
、
日
本
の
よ
う
な
山
頂
か
ら
見

る
美
し
い
景
色
は
な
か
な
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
春
に
は
猪
苗
代
町
の
達
沢
不
動
滝

に
、
夏
に
は
札
幌
市
の
円
山
公
園
と

藻
岩
山
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
き
た
い

で
す
。
日
本
に
は
私
の
冒
険
心
を
刺

激
す
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
気
候
の
良
い
時
季

に
日
本
の
自
然
を
い
っ
そ
う
満
喫
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

田村市に来て2年目を散策する自然

Andy Brubaker
アンディ・ブルベーカーさん
　（アメリカ合衆国
　　　　　　オハイオ州出身）


